
    - 1 - 

   

   
 

 

世
界
理
解
月
間 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
Ｍ 

平
成
25
年
２
月
20
日
（
水
） 

於 

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト 

 

 
 

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

64
名 

出
席
計
算
数 64

名
中
64
名
出
席 

出
席
率

100
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率
84
・
48
％  

 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区
Ｉ
Ｍ 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
／
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

Ｉ
Ｍ
を
お
祝
い
し
て
。 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成
・
丹
下 
富
博 

Ｉ
Ｍ
、Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
い
か
が
で
し
た
か
。

岡
村 

隆
德 

み
ん
な
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
を
か
き
ま
し
ょ

う
！ 

 
 

 
 

 
 

 

渡
辺 

観
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◆
第
一
部
／
タ
ワ
ー
ズ
ボ
ー
ル
ル
ー
ム 

16
時
00
分 

開 

会 

司
会 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 

Ｓ
Ａ
Ａ 

小
原 

新
一
さ
ん 

「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」
斉
唱 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

 

寺
島 

洋
治
さ
ん 

 

開
会
の
こ
と
ば 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 

大
橋 

昭
治
さ
ん         

 

特
別
出
席
者
・
参
加
ク
ラ
ブ
の
紹
介 

西
名
古
屋
分
区
幹
事 

 
 

 
  

清
水 

順
二
さ
ん 

 
ク
ラ
ブ
の
紹
介
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
Ｒ
Ｃ
と
の
交
流 

姉
妹
提
携
50
周
年
記
念
事
業 

］ 

国
際
奉
仕
委
員
長 

藤
原 

一
朗 

名
古
屋
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
だ
い
ど
う
ク
リ
ニ
ッ
ク 

小
児
病
棟
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問 
」 

社
会
奉
仕
委
員
長 

吉
川 

公
章 

名
古
屋
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
名
古
屋
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー 

ク
ラ
ブ
の
紹
介 

」 

会
場
運
営
委
員 

伊
藤
素
美
子 

名
古
屋
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
東
日
本
大
震
災 

〝
被
災
者
支
援
事
業
〟
の
報
告 

」 

社
会
奉
仕
副
委
員
長 

大
河
内
健
二 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー 

ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み 

」 

会
場
運
営
委
員
長 

照
井 

 

栞 

名
古
屋
栄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
名
古
屋
栄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
紹
介
」  

新
世
代
奉
仕
委
員
長 

古
川 

聡
一 

名
古
屋
丸
の
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
新
地
区
補
助
金
活
用 

〝
カ
ン
ボ
ジ
ア 

チ
ュ
バ
ア
ン
ポ
ウ
村
へ 

の
医
療
及
び
教
育
支
援
〟
」 

会
長 

藤
田 

守
彦 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

「
中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

創
立
４
年
の
あ
ゆ
み
」 

会
長 

伊
藤 

正
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名
古
屋
名
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ー
タ
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ク
ラ
ブ 

「
名
古
屋
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駅 

ロ
ー
タ
リ
ー
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の
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親
睦
活
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・
家
族
委
員 

 

鈴
木 

康
代 

 

謝 

辞 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

小
西 

忠
昭
さ
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次
年
度
西
名
古
屋
分
区
Ｇ
補
佐
、 

Ｉ
Ｍ
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
紹
介 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
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大
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昭
治
さ
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次
年
度
西
名
古
屋
分
区
Ｇ
補
佐
挨
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川
原 

弘
久
さ
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次
年
度
Ｉ
Ｍ
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
（
名
古
屋 

丸
の
内
Ｒ
Ｃ
）
会
長
エ
レ
ク
ト
挨
拶 

西
川 

 

博
さ
ん 

 

閉
会
の
こ
と
ば 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

 

会
長
エ
レ
ク
ト 

神
野 

重
行
さ
ん 

1196 

 

 

第1404 回例会 

次年度３０周年を迎える 
当クラブの活動の歴史を 
８分のムービーにまとめて 
発表しました。 
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◆
第
二
部 

懇
親
会 

／
タ
ワ
ー
ズ
ボ
ー
ル
ル
ー
ム 

18
時
15
分 

開 

会 

司
会 
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 

 
 

  

親
睦
活
動
・
家
族
委
員
長 

 

 
種
瀬 

徹
也
さ
ん 

 

歓
迎
の
こ
と
ば 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
会
長 

 
 

 
 

 

 

田
口 

 

望
さ
ん 

 

乾 

杯 
 

 
 

 
 

 
 

  

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
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盛
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和
昭
さ
ん 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
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名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ
、
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
、 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
の
皆
さ
ん 

 

お
礼
の
こ
と
ば 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
副
会
長 

 

田
中 

 

修
さ
ん 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ「
手
に
手
つ
な
い
で
」 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
ソ
ン
グ
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ー
ダ
ー 

 

寺
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洋
治
さ
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３
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
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広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
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2013 .2 .3 E-mail from    S e n e g a l  みなさま・・・・ 

大変遅くなりましたが、あけましておめでとうございます！！！ え？？って感じかと思いますが、遅くなりす 

ぎた年賀状メール、送らせていただきます 笑 皆さまの 2012年はいかがでしたか? 

添付ファイルでご覧いただける通り、私の 2012 年はセネガルのンブールという町で迎えました。以前、イタリアのボ

ローニャのロータリーの方々のおかげでボランティアをすることのできた乳児院に 2011年の年末から 2012年の年始

にかけて戻っていたのです。たくさんの赤ちゃんや子どもたち、ンブールの友達に会いに行けてとても素敵な年明けを

迎えましたよ。（2013年の年明けも実はセネガルで迎えました。でも今回のンブール・セネガルの写真は来年の年賀

状メールでご覧いただくことになります 笑） 

さて、私の 2012 年はほとんどをここ、モーリタニアのヌアクショットで過ごしました。ホントに知名度のない国や町の

名前でしたが残念なことに、皆さまご存知の通り、ここ最近のニュースでモーリタニアやヌアクショットという名前が大

変多く出てきました。テロリストの攻撃はアルジェリアで起こりましたがモーリタニアのメディア発信のニュースが世界中

で流れたため、たくさんの方にご心配いただき、メールも受け取っています。ありがとうございます。私はここで元気にし

ています。そして相変わらず楽しい時間を過ごしていますよ！ 

モーリタニアのヌアクショットにいられることのとても素晴らしいことは、まず、ホントに素敵な人たちに出逢うことがで

きて、たくさんの時間を一緒に過ごすことができるってところです。あまり娯楽もなく、行くところもあまりない場所にいる

がために、みんな自分たちで楽しむためにすごくクリエイティブになっている気がします 笑 たくさんの時間をかけて、

心をこめて、友達やお客さんを迎える準備をしたり、誰かの家に呼ばれると手作り料理といろいろな国から持ってきた

おいしいお料理のおもてなしを受けたりと、ホント、頻繁に一緒にお食事する機会があります。夜だけではなく、ブラン

チ、ランチ、キャンプファイヤー・・・私は人が大好きなのでここで出会 

う友達と一緒に過ごす時間もとても満喫しています！ 

そしてなんといっても、ここで見られて感じられる自然もとっ 

ても素晴らしい！私の住んでいるところから車で 10分行くだ 

けで、手つかずのビーチや、さらっさらの砂のデューンに行け 

ます。何にも持っていかずに身一つで行っても、ビーチやデュ 

ーンでだらだらするだけでとても平和で十分に素敵な時間を 

過ごすことができます。時々飲み物や食べ物、音楽を持って 

いってビーチ・砂漠パーティーをして、これがまた、楽しいんで 

すねー。 

2012年、すごくきれいに青色に光る波を見ました。プランク 

トンの現象らしいですが、真っ暗な海を前に、波の動きが青く 

きれいに輝きながら、ホント神秘的で超・超・超きれいでした！ 

！！     去年は国立公園のひとつであるバンダルガン講演や、 

北の町、ヌアディブにも行くことができました。 

残念ながらモーリタニアの内陸部にはまだ行くことができな 

いのですが、私がここにいる間に内陸部にも行けるようになっ 

てモーリタニアの伝統的な町や人に出会いに行きたいです。 

（後半は次号以降に掲載します。） 


